
４
月
か
ら
消
費
税
増
税
に
加
え
て
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
や
高
齢
者
医

療
費
の
窓
口
負
担
の
引
き
上
げ
が
お
こ
な

わ
れ
る
一
方
で
、
年
金
、
生
活
保
護
費

は
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

岸
本
市
議
は
市
民
生
活
が
ま
す
ま
す

苦
し
く
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
来
年

度
予
算
（
案
）
は
、
国
保
料
の
引
き
上
げ

を
始
め
、
公
共
施
設
使
用
料
や
手
数
料
の

値
上
げ
な
ど
、
市
民
生
活
を
さ
ら
に
追

い
詰
め
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
、
予
算

の
組
み
替
え
を
求
め
ま
し
た
。

「
行
財
政
改
革
」
の
名
の
下
、
施
設
使

用
料
な
ど
の
値
上
げ
や
、
一
律
な
補
助
金

カ
ッ
ト
で
市
民
へ
の

負
担
増
を
お
こ
な
う

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。財

政
調
整
基
金

や
減
債
基
金
、
地

域
振
興
基
金
を
計

画
的
に
取
り
崩
す
、

ま
た
、
ガ
ス
事
業
会

計
の
内
部
留
保
を
有

効
活
用
し
、
市
民

や
中
小
企
業
に
支
援
を
強
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

新
年
度
予
算
の
市
長
提
案
で
は
保
険
料

の
15
％
ア
ッ
プ
が
示
さ
れ
、
予
算
審
議
の

中
で
他
会
派
か
ら
大
幅
値
上
げ
回
避
の
た

め
と
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
保

険
料
ア
ッ
プ
を
８
％
に
す
る
修
正
案
が
提

出
さ
れ
、
委
員
会
で
可
決
。
本
会
議
で

も
可
決
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

共
産
党
市
議
団
は
、
市
民
生
活
が
大

変
な
と
き
に
引
き
上
げ
幅
に
関
わ
ら
ず
、

値
上
げ
は

お
こ
な

う

べ
き
で
は
な

い
と
修

正

案
に
も
反

対
し
ま
し

た
。

●
小
学
校
６
年
生
ま
で
医
療
費
助
成
が

拡
充
（
入
院
の
み
）

「
せ
め
て
小
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

の
無
料
化
を
」
と
、
市
民
か
ら
の
請
願

提
出
や
、
党
市
議
団
も
一
般
質
問
な
ど

で
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
来

年
1
月
か
ら
入
院
に
限
り
、
小
学
校
6

年
生
ま
で
助
成
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。
県

下
の
自
治
体
で
は
多
く
が
中
学
校
卒
業

ま
で
広
げ
て
お
り
、
大
津
市
は
遅
れ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
運
動
を
強
め
て
い

き
ま
す
。

●
環
境
問
題
に
関
す
る
5
つ
の
条
例
が

改
正
・
制
定

土
砂
の
埋
め
立
て
で
は
、
事
前
協
議

制
度
の
創
設
や
搬
入
の
制
限
、
保
証
金

預
託
制
度
の
創
設
な
ど
、
規
制
が
大
幅

に
強
化
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
処
理
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

住
民
と
事
業
者
が
協
定
を
結
ぶ
努
力
義

務
や
、
市
公
害
紛
争
調
整
委
員
か
ら
の

意
見
徴
収
な
ど
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

新
年
度
予
算
の
編
成
過
程
で
、

市
長
が
小
学
校
で
の
英
語
教
育
の

中
身
に
関
わ
り
不
当
介
入
を
お
こ

な
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
り
ま
し

た
。
本
会
議
で
は
市
長
は
不
当
介

入
を
否
定
し
ま
し
た
が
、
後
日
の

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、

予
算
に
計
上
さ
れ
た
「
国
際
理

解
教
育
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
、

市
長
か
ら
授
業
に
取
り
入
れ
る

よ
う
指
示
さ
れ
た
経
緯
が
明
ら

か
に
な
る
な
ど
、
教
育
へ
の
介
入

は
明
白
で
す
。

今
、
国
の
「
教
育
制
度
改
革
」

が
加
速
さ
れ
、
大
阪
の
橋
下
市

長
の
よ
う
に
「
政
治
と
教
育
の
完

全
分
離
は
無
理
、
首
長
が
権
限

と
責
任
を
も
つ
べ
き
」
と
教
育
へ

の
支
配
介
入
を
強
め
る
動
き
も

あ
り
ま
す
。
越
市
長
も
国
へ
の
要

望
や
様
々
な
場
面
で
同
様
の
発
言

を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
制
度
は
戦
前
、

教
育
に
よ
り
子
ど
も
達
を
戦
場

に
送
っ
た
こ
と
へ
の
反
省
か
ら
、

教
育
が
政
治
の
影
響
を
受
け
な
い

よ
う
に
、
住
民
に
よ
る
公
選
制

の
合
議
体
の
執
行
機
関
と
し
て
発

足
。
し
か
し
、
公
選
制
の
廃
止
、

予
算
権
限
の
剥
奪
な
ど
、
機
能

を
奪
っ
て
き
た
の
が
自
民
党
の
教

育
行
政
で
し
た
。

岸
本
市
議
は
、
越
市
長
の
教
育

論
に
つ
い
て
「
安
倍
内
閣
と
同
じ

く
、
歴
史
逆
行
、
行
き
す
ぎ
た

競
争
教
育
に
拍
車
を
か
け
子
ど

も
を
追
い
つ
め
る
こ
と
に
な
る
」

と
指
摘
し
、
教
育
へ
の
不
当
な
介

入
を
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の
機
能
を
元
に

戻
し
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
た

住
民
本
位
の
民
主
的
な
改
革
と
、

子
ど
も
の

発
達
を
真

に
保
障
で

き
る
学
校

づ
く

り
こ

そ
必
要
で

す
。

■来年度予算案の主なもの
●消費税増税に伴う使用料・手数料の値上げ（5千万円）

●専門分野の人材確保（2500万円）…弁護士、観光プロデューサーなど

●民間保育所新設補助、保育所定員数を790名増員（12億円）

●入院のみ小学6年まで医療費助成を拡充（3か月分100万円）

●英語教育の推進（1億5千万円）、中学校給食のあり方検討（300

万円）

●環境美化センター改修工事、大津クリーンセンター操業停止による

ごみの一部を市外で処理（19億円）

●北部地域総合防災センターの整備（6億1千万円）

●ＪＲ膳所駅周辺整備（7億5千万円）、湖西線蓬莱駅以北のうち１駅

のバリアフリー化推進計画（1500万円）

●堅田駅西口開発（8億3千万円）、大津駅西口開発（8億9千万円）

●市民病院の高度医療用機器の整備（6億2千万円）
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ぱ
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暮らしが大変なときに増税分の上乗せや
使用料・手数料の値上げはやめよ

暮
ら
し
を
守
る
予
算
に
組
み
替
え
を

岸
本
市
議
が
代
表
質
問
で
追
及

教
育
へ
の
不
当
介
入
は
許
せ
な
い

問
わ
れ
る
越
市
長
の
政
治
姿
勢

ね
ば
り
強
い
運
動
で

市
民
の
願
い
前
進

市
民
に
負
担
押
し
つ
け
ず

積
立
金
の
活
用
な
ど
あ
ら

ゆ
る
対
策
を


